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1�ç͡Ίʹ
革製品にରするফඅऀからのۤਃしग़

には、（1）໌ らかに製品に何らかのܽؕが
あって発ੜしている場合と（2）ফඅऀの取
りѻい上のからੜじている場合がある。
このため、これらのۤのࠜຊ原Ҽを先入
めることがॏཁۃݟతに؍٬、ではなく؍
である。そのためには日頃からࣄ、ྫࣄ
に何にਫ਼௨しているかが大きなࠩとなる。

革のಛ性をよくཧղし、ਃग़ऀのݴい分
をよく聞き、どこにがあるか、ղܾの
糸ޱとなるใをできるだけଟくूめるこ
ともॏཁである。そして、ݧࢼや分ੳがで
きるのであればこれをੵۃతに࣮ࢪし、で
きるだけ؍٬తなใ（ݧࢼ・分ੳ結Ռ）
をجに原Ҽ໌ڀを行う。クϨームをお٬༷
の単なるۤとだけଊえずに、この໌ڀし
た原Ҽをجに同じաちを܁りฦさないとと
もに、新たな品اըを行うためのوॏな
ใݯとしてੜかすことができれば有ޮで
ある。

2�çൽֵのછ৭ݎΖ͏
2�1�çֵのછ৭ੑ

かつてެతなؔػڀݚ・ݧࢼにࡏ੶して
いたので、「৭མちݧࢼできますかʁ」と
いうい合わせをしばしばडけたݧܦがあ
る。「છ৭ݎろうݧࢼですͶ」というと
「それは何のことʁ」とฦってくる。そも
そもછ৭ݎろうとは、છ料でண৭され

たછ৭のຎ、ࡲ、ਫ、ޫ、ࢎ、ΞルΧ
Ϧ、ચ୕、υライクϦーχンά外తཁҼ
にରするછ৭のৎ夫さ（߅性）の合い
をいう。その製品の用్・目తによってର
Ԡݧࢼがҟなり、そのݧࢼ方法はదٓ選
しなければならない。このように、一֓に
৭མちݧࢼとݴわれてもଟذにるので
அにࠔる。したがって、ݧࢼのґཔ時には
用్・目తをৄしくઆ໌して߲ݧࢼ目をద
切に選することをקめる。

革はણҡ製品とൺて、一ൠతに、৭མ
ち、৭Ҡ行、มୀ৭などをىこしやすい。
このため、革製品のクϨームではછ৭ݎろ
うにؔするものがいつも上Ґをめる結
Ռとなっている。このཧ༝の一つには、革
はίラーήンであるので࣪५ঢ়ଶでの
性がいために、ણҡのようなߴԹでのછ
৭ができないからである。છ৭Թはせい
ͥい50ʙ60ˆఔがݶքである。一ൠతに、
ԽֶԠはԹがߴいほどଅਐされるので、
この意ຯからも革とછ料の結合性はણҡと
છ料の場合とൺてくなら͟るをಘない。
また、革は厚みがあり、๓い目が目立たな
いように革の芯までછめる、いわゆるਁಁ
છ৭のඞཁ性があること。ࠇやೱ、৭
などೱ৭にછめることをٻめられることに
ともなってછ料用ྔのଟさがછ৭ݎろう
の下をҾきىこす原Ҽとなる。

このऑをิうためと৭のۉ一性、キ
ズ性、ਫ性をอつために、છ৭後、革表
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໘をԽহする。これがృである。皮革業
քでは、このృのことをʰ上͛ʱとݺ
んでいる。上͛方法には༷ʑな方法があ
るが、ここではそのৄࡉはུす。ただ、
上͛ບが厚くなるほど、また、上͛ບに
がఱવではなくΞクϦルࢷ用されるथ
やϙϦϨタンのような合थࢷになると
છ৭ݎろうの向上はظ待できるが、革の
ຊདྷのಛ性であるಁ࣪性・࣪ٵ性、৹ඒ性
や෩合いといったʰ革らしさʱからはບ厚
の૿加にってஈʑとԕ͟かっていくこと
になる。これは、いわゆる、合थࢷで作
られるਓ工皮革ŋ合皮革の表໘ঢ়ଶにۙ
。してくるからであるࣅ

なお、皮革のછ৭に用されるછ料はࢎ
性છ料が࠷もଟく、この他にછ料、Ԙ
性છ料、ؚۚછ料、Մ༹性ེԽછ料やج
Ԡછ料などである。

ਤ 1 には、各छ上͛における革のಛ性
についてུ֓をཧしてみた 1）。

すなわち、タンύク࣭ܥの上͛で࠷も
σϦέートなΞχϦン上͛革はບの厚さ
は࠷もബく、そしてਫ性もくऑくキズ
つきやすいためにٱ性はྼる。また、છ
৭ݎろうもい。しかしながら、ఱવ皮
革としての෩合い、ۜ໘༷の໌さඒし
さにউり革らしさに༏れる。他方、إ料を
用いてキズやછ৭ムラなどのӅṭ性をߴめ
たり、છ৭ݎろうをߴめるために行われ
る合थࢷを用いたإ料上͛革ではບは
厚くなる。合थࢷでอޢされているので
キズにڧく、手入れなどϝンςφンス性に
༏れるٱ性が༏る。一方、革らしさか
らすると革表໘では合थࢷのಛ性がڧい
ために、ਓ工皮革や合皮革とࣅた෩合い
やײ৮になる。このためຊདྷの革らしさは
ྼることになる。

ΞχϦン上͛とإ料上͛の中間తな
ଘࡏとして、છ料とإ料をซ用し、ྗۃ合

थࢷの用ྔをݮらすなど工夫したΞχ
Ϧンௐ上͛、セミΞχϦン上͛などが
ある。

透明感の違い－各仕上げの特徴（概念図）

膜厚 傷 風合い 耐久性 革らしさ

アニリン

アニリン調

セミアニリン

顔料仕上げ

（カバーリング）

（泥仕上げ）

ਤ1�ç্͛のछྨͱओͳಛੑ

2�2�çֵのછ৭ݎΖ͏ͱͦのӨڹҼࢠ
છ৭ݎろうのղऍについてはଟくのࢼ

みがなされているが、໌֬なఆٛはない。
ここでは、છ৭ݎろうについて表 1 のよ
うにまとめてみた 2）。

2�3�çԚછɾมୀ৭
2�3�1� છ৭ຎݎࡲΖ͏ݧࢼ
છ৭ݎろうをධՁする方法の表తな

がある。લड़したようݧࢼࡲ方法にຎݧࢼ
に、いわゆる৭མちݧࢼである。革表໘
をന৭の໖布や༽ໟのフΣルトをって
༷ʑな݅でຎࡲした後、໖布やフΣルト
へのԚછのఔとຎࡲした後の革表໘の
มୀ৭のఔをධՁする。このݧࢼ方法
（+*4 ,6547）のৄࡉはطにかわとはきも
の（/P.179、 2017年 3 月号）にてಛूされ
ているのでここではলུする。この+*4規
֨は一ࡢ年（2017年）のळվ正されたので
そのվ正についてࣔす。このվ正にっ
て、ຎݧࢼࡲには新たな規 （֨3）がಋ入さ
れた。また、ݧࢼ方法の規֨番号も下記（1）

（2）にあるようにมߋになった。（1）と（2）
のओなมߋは、ఆがԚછのみとなった。
また、ݧࢼ（ࢎ性、ΞルΧϦ性）が
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なくなった。一方、新たに規֨Խされた（3）
はຎࡲ材料にനとࠇの༽ໟフΣルトが用い
られるが（1）、（2）とは大きくҟなる。ま

た、ఆはมୀ৭とԚછの྆方が規ఆされ
ている。この方法にはΞルΧϦ性ݧࢼが
規ఆされている。

（1）ç છ৭ຎݎࡲろう6559, 4*+ 　ݧࢼ� 1ɿ2017 ຎػݧࢼࡲᶗ3 ܗ）

（2）ç同　上　 +*4 ,6559� 2ɿ2017 ຎػݧࢼࡲᶘ4 ܗ）

（3）ç同　上　 +*4 ,6559� 3ɿ2017	*4011640
 ຎܗ$*-4&7ػݧࢼࡲ法 5）

　ˎ （3）の方法は、日ຊΤίϨβーج準（+&4）߲ݧࢼ目に࠾用

ද１　છ৭ݎΖ͏ʹؔ͢Δ༻ޠのઆ໌

ޠ　　༺ 　　༰　　આ　　໌

છ৭ݎΖ͏
છ৭	ృ
革にରする߅性の合いをいう。その߅性はओに、છ料、إ料	છ৭ŋృ
工ఔで用いる
および革の性によってܾまる。છ৭ݎろうݧࢼのධՁは、มୀ৭
およびԚછの合いでఆする。

ม　 ୀ　 ৭
革の৭がม৭、またはୀ৭して元の৭Ҏ外の৭になることをいう。جຊతにはછ料、
をडڹ২タンχン、ృ料のมԽによっても大きくӨ、ࡎࢷ料のมԽであるが、加إ
ける。ޫによるୀ৭を৭᧙せ、৭মけともいう。

Ϝ 　 　 ϥ 革製品はつぎはぎから構されており、 1 ຕ 1 ຕのύωルの৭のࠩが大きい場合をい
う（มୀ৭ධՁ）。

͘　 ͢　 Έ Ϙέルともいう（มୀ৭ධՁ）。

ϒ ϩ ϯ ζ Ԙج性છ料などが上かͿりするとޫのࣹで৭がมわってݟえるݱ（มୀ৭ධՁ）。

Ԛ 　 　 છ
Ԛછ	Ԛછݯ
からછ料、إ料が༹ग़し、૬手をまない৭にછめる	Ԛす
ことをいう。
Ԛછݯは、革、布地、๓い糸、Ϙタン、ணࡎ、ચড়ӷであったりする。スΤーυの
ໟӋが付ணしてԚછすることもあり、この場合は、革ણҡのڧもӨڹする。

Ҡ 　 　 છ ຊདྷはછ৭用ޠでછ料が֦ࢄҠಈしۉછになるݱをいうが、一ൠには、છ৭との
৮によりછ料、إ料がҠಈすることをいう。ԚછとしてධՁ。

৭　 　ٽ ͖ છ料のݻணෆྑが原Ҽで革からછ料が༹ग़することをいう。ຊདྷはϓϦント༷のฑ
がにじみग़すݱをいう。ԚછとしてධՁ。

͠ Έ、 ൗ 点
。มࠇ料がེԽでإなどのҠ行により৭がೱくなる。Ԗؚ有ࡎ所におけるԚれ、ணہ
ӍなどによりృບがਫͿくれする。地ࢷ、加ࡎࢷ、Ԙྨ、、Մ઼ࡎのҠ行により表
໘にനい結থができる。

ද２　છ৭ຎݎࡲΖ͏ݧࢼ݅のൺֱ

֨　　ن ຎࡲ ຎ ࡲ ໘ ຎ ࡲ ՙ ॏ ຎࡲճ ຎڑࡲ

+*4 ,6559�1 ໖ 布 16ܘmm円ܗ 8.83/（900HG） 10ճԟ෮ 100mm
+*4 ,6559�2 ໖ 布 20mmʷ20mm正方ܗ 1.96/（200HG） 100ճԟ෮ 100mm
+*4 ,6559�3 
*40 11640 ༽ໟフΣルトc
 15mmʷ15mm正方ܗ 500Hあるいは 

1000H B
 10 20 50ճԟ෮C
 35ʙ40mm

B
 ۜ付革ՙॏ1000H、ىໟ革ՙॏ500H
C
 ຎࡲճ数は当ऀࣄ間でܾఆ。ྫえば、ס૩ຎ50ࡲճ、࣪५ຎ20ࡲճ。ΞルΧϦ性ຎ10ࡲճ。
c
 ৭ものの革にରしてはനのフΣルト、നの革にରしてはࠇのフΣルトを用いる。
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2�3�2� ֵのછ৭ຎݎࡲΖ͏݁ݧࢼՌ事例
あるൢࢢのା用革のછ৭ຎݎࡲろう

結Ռについてਤݧࢼ 2 ɼ 3 にࣔす。ݧࢼ方
法は、ຎػݧࢼࡲᶗܗ法である。ࢼڙ革は
上͛の有ແにؔわらずೱ৭から୶৭ま
で、上͛革については上͛の厚いもの
からബいものまでແ作ҝにநग़した。ૉ上
͛革（ΞχϦン革、ىໟ革をؚΉ）の༁
は、ס૩ݧࢼɿ85、࣪५ݧࢼɿ81、
上͛革では、同༷にして、それぞれ306、
281であった。ਤ 2 ɼ3 にࣔすように、৭
のೱ୶にもよるが、ૉ上͛革では࣪५ຎࡲ
にྼる革がଟい向がೝめられた。これに
ରして、上͛革の場合、ס૩ݧࢼ、࣪५
ろうがಘられるݎいߴともにඇৗにݧࢼ
向があった。しかしながら、上ड़したよ
うに厚いృບは外؍（৹ඒ性）・෩合い・
ಁ࣪性・࣪ٵ性において革らしさをଛな
うことになる。

2�4�çมୀ৭
2�4�1� ޫ （ੑޫʹର͢Δછ৭ݎΖ͏）

ݧࢼ
ྻ中に、あるいはண用ŋ用中に革製

品の৭がୀ৭していくことがある。これを
ະવに༧ଌするためにଅਐޫ性ݧࢼが行
われる。このଅਐޫ性ݧࢼのことをޫに
ରするછ৭ݎろうݧࢼという。その表
తなݧࢼ法としては表 4 にある 3 छྨがあ

ද３　ݧࢼの݅
đĐĚçĒýüüĀôøóùຎػݧࢼࡲᶗܗ๏óᶘܗ๏çç đĐĚçĒýüüĀô ú çຎػݧࢼࡲĝČĚēĐĊܗ๏

ֵのঢ়ଶ ຎࡲ༻໖のঢ়ଶ ֵのঢ়ଶ ຎࡲ༻༽ໟϑΣϧトのঢ়ଶ

૩　ס ૩　ס ૩　ס ૩　ס

૩　ס ࣪　५ ૩　ס ࣪　५

૩　ס ਓ工ӷによって࣪५

࣪　५ ૩　ס

࣪　५ ࣪　५

࣪　५ ਓ工ӷによって࣪५
ฏùĀ年ø÷݄ù÷վਖ਼

 ਤ2�çൢࢢૉ্ֵ͛のછ৭ຎݎࡲΖ͏ੑ

 ਤ3�ç্ֵ͛ൢࢢのછ৭ຎݎࡲΖ͏ੑ
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る6, 7, 8）。革や繊維製品などの染色物の光に
対する変色・退色を評価するものである。
日光に近い波長をもつ光源を用いて光を人
工的につくり出し、これを一定時間集中し
て照射することによって促進試験を行うも
のである。人工光源としては紫外線カーボ
ンアーク灯光とキセノンアーク灯光がある。
耐光性試験は試験片をブルースケールとい
うJIS規定の青色に染色した繊維とともに
規定標準退色時間まで光を照射する。その
後、試験片とブルースケールの照射前後の
変退色の度合いを比較して評価判定するも
のである。光を照射中の温度、湿度を一定
に保つ必要があり、対象物によってこの温
度の規定に63± 3 ℃、 83± 3 ℃の 2 種類が
ある。なお、評価判定法として変退色グレー
スケール（JIS L0804）を用いることもある。

3. 苦情事例
3.1. 汚染に関わる苦情事例

ここでは、染色摩擦堅ろう度に関わる代
表的な苦情事例について紹介する 9, 10, 11, 12, 13, 

14）。事例、苦情の申出、その原因の考察と
解決策、再発防止策について、あくまでも
私個人の独断と偏見に基づいて考察してみ
た。賛否両論あることとは思いますが問題
提起と捉えて頂きたい。

事例 1：黒色革衣料（ベスト）が白ワイシ

ャツを汚染（写真 1-1，2）
申出：黒色シープスエード紳士ベスト（裏地

なし）を着用中、白ワイシャツの襟周り
と肩口を真っ黒に汚染した。

原因：ファッション製品であると同時に
防寒着でもある。革の染色については
前述したように革の染色堅ろう度には
限界があり、なおかつ漆黒に染めた革
の肉面側の堅ろう度は皮革の特性をよ
く知る人であれば想定できることであ
る。この素材を用いて裏地なしで着用
することは革の特性を全く無視した製
品（デザイン）であると言わざるを得
ない。着合わせ（コーディネート）を
考慮すると淡い色の服とのコントラス
トを好む傾向があり、このような使用
法は十分に想定できる。事前に染色摩
擦堅ろう度試験の乾燥試験とアルカリ
性汗試験を実施し、その評価を踏まえ
た上での対策、例えば、染色堅ろう度
の高い裏地の採用やデザインすること
が必要である。

事例 2：時計を着用中に白ワイシャツを黒
く汚染（写真 2）

申出：革製時計ベルトを使用中にワイシャ
ツの袖口を黒く汚染した。

原因：時計ベルトは汗や水に接触する機会
が多く、革製ベルトは一旦汗などを過

表4　耐光性試験の種類と光源

耐光性試験の種類と光源 JIS規格

日光 JIS　L0841

紫外線カーボンアーク灯光 JIS　L0842

キセノンアーク灯光 JIS　L0843

耐光性試験条件
　ブラックパネル温度：63± 3 ℃
　　　　　　　　　　：83± 3 ℃（自動車用革）
　相　対　湿　度　　：50± 5 %
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にؚΉと革中のછ料を༹ग़させかͶ
ない。これをぐには、革にਫ性を
付༩することでରԠできる。革表໘を
上͛することも一つであるが、๓い
目（革のஅ໘）からの༹ग़もあり、ຊ
࣭తにはછ৭ݎろうのߴいછ料の選
と革ણҡそのものをڧくૄਫԽ（ೞ
れにくく）することである。ಛに、ഽ
に৮れるベルト裏໘の革はཁ意
である。

事例 3ɿࠇ৭ਈ1࢜ຕ甲革製サンダルをண
用中にനいιックスをࠇくԚછ（ࣸਅ
3�1ɼ2ɼ3）

ਃग़ɿ夏用の靴であり、πーϦンάで用
していたところ、靴をぐとനいιッ
クスをࠇくԚછしていてඇৗにԚらし
く大มஏずかしいࢥいをした。

Ҽɿこの靴を分ղして、足と৮するݪ
部分である革の໘ଆにରしてછ৭ຎ
を行っ（ܗᶗػݧࢼ）ݧࢼろうݎࡲ
た。その結Ռをࣸਅ 3�3にࣔす。左か
らס૩ݧࢼ、࣪५ࢎ、ݧࢼ性ݧࢼ、
ΞルΧϦ性ݧࢼである。この結Ռを
下にあるԚછ用άϨースέール（+*4 
-0805）でఆを行ったところ、ॱに
「Ԛછ2�3ڃ（໖）」、「Ԛછ1�2ڃ（໖）」、
「Ԛછ1�2ڃ（໖）」、「Ԛછ1ڃ（໖）」
であった。革の໘と用ऀの足との
ຎࡲによって靴下をԚછしたものとࢥ
われた。ಛに、ݧࢼ結Ռで໌らかなよ
うに࣪५ݎろうがく、をؚΉと
ஶしくԚછがଅਐされたものとࢥわれ
た。ただ、ࠇなど৭のೱい靴下ではこ
のݱにͮؾかなかったかもしれない
が、用目తをఆすると、この༷
では৭མちはඞવతにىこるものとࢥ
われる。

事例 4ɿࠇ৭්ਓϩンάϒーπを用中、
ύンςΟーストッキンάをࠇくԚછ
（ࣸਅ 4�1ɼ2）

ਃग़ɿϒーπの新品時にははなかった
が、ۙ࠷ʑ履くと৭མちがͻどく、
ストッキンάにࠇいԚれが付き、ચ୕
をしてもなかなか取れない。

用ૉ材は、ᶃҼɿ්ਓϩンάϒーπのݪ
甲革ɿۜ付ృ上͛༽革（ࠇ）ᶄ裏
革ɿృ上͛ಲ革（ࠇ）ᶅ中敷革ɿ
ృ上͛ಲ革（ࠇ）の構。Ԛછ部
Ґを؍すると、྆足ともに௺先から
足裏にかけてࠇくԚછしている。その
他の部ҐにはஶしいԚછはݟ当たらな
かった。  
　まず、足に৮れるᶄ、ᶅの革
についてછ৭ຎݎࡲろう4*+）ݧࢼ 
Ξル、ݧࢼ૩סɿܗᶗػݧࢼ、6547,
ΧϦ性ݧࢼ）を行った。その結Ռ、
②は྆ݧࢼともに「Ԛછ4�5ڃ（໖）」
でありはなかった。一方、ᶅにつ
いてはס૩ݧࢼでは「Ԛછ4ڃ（໖）」
であったが、ΞルΧϦ性ݧࢼでは「Ԛ
છ1�2ڃ（໖）」とஶしくいことが֬
ೝされた。このことは、ストッキンά
のԚછ部ҐのԚછが࠷もஶしいことと
一கしている。  
原Ҽは、靴中敷革のΞルނࣄճのࠓ　
ΧϦ性にରするછ৭ݎろうがい
こととのかきやすい足裏がશମॏ
を支える部Ґに૬当することが原Ҽで
あると考えられる。վળࡦ、ฒびに
止ࡦとしては、中敷革のછ৭ݎろう
を向上させること。σβイン上の
もあろうが、ベイジュなど୶৭にする。
ろうݎ用ૉ材のછ৭ըஈ֊でのا
などの品࣭ཧをప底することである。 
　ຊ品は༽革のણࡉなۜ໘༷、ι
フトな෩合いとܰさなどのಛ長をੜか
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したϒーπであった。このようなૉ
らしい製品をফඅऀにӬくѪ用して
もらうためには、ਓ目につかない中敷
の革にࢸるまで靴資材の入೦な品࣭
ཧがٻめられる。

事例 �ɿ්ਓ靴をண用中、靴の中（ന）が
くなってきた。（ࣸਅࠇ 5）

ਃग़ɿ࣫ࠇψόック්ਓ靴をண用中、靴の
くԚれࠇ裏革（ന）や敷革（ന）がࠊ
てきた。せっかくࠇとനのπートンΧ
ラーのσβインで靴をいだ時にそれ
ぞれの৭がࡍ立ってݟえ、このίント
ラストがؾに入ってߪ入したのにこん
なことになってඇৗに残೦。

Ҽɿ靴のண、ಛに足入れ時に、足や靴ݪ
下が甲革のψόックに৮れ、足や靴下
をࠇくԚછした後、ന৭のࠊ裏革や中
敷革をԚછしたものとࢥわれた。靴下
や足がキャϦϠー（ഔ介）になったࣄ
ྫである。

事例 6ɿ革製Ϧュックサックを用中にന
い上ணをԚછ（ࣸਅ 6�1ɼ2）

ਃग़ɿࢁをかいたݧܦがあったが、
その時から৭མちが࢝まったようにࢥ
う。

ろうのい革をݎにରするછ৭Ҽɿݪ
ମに৮れる部分にっていたために
用である。Ϧュックのނࣄこったى
݅を考ྀするとに৮れることは໔
れない。このことをఆしてମに
৮れる部Ґにはݎろうのߴい革
や୶৭の革を用する。

事例 �ɿ革製のスキー手ାを用中にനい
革をくԚછ（ࣸਅ 7�1ɼ2）

ਃग़ɿന地にと੨の部分いをしたڇ革
製のスキー手ାを用中にനい革が

くછまったようになってしまった。܁
りฦしચっても元にらなくてࠔって
いる。

Ҽɿスキーなどのスϙーπ用の手ାはݪ
フΝッシϣン性がߴく、この手ାのよ
うにനとと੨のίントラストをڧௐ
したσβインとなっていることがଟ
い。この場合はの革のછ৭ݎろう
がඇৗにく、ઇやਫでೞれるとの
છ料が༹ग़してനい革部分をくԚછ
した。  
　このようなނࣄをぐためには、৭
違いの革の合せをσβインする場合
には、ࣄલに用革それぞれのછ৭ݎ
ろうݧࢼを行うඞཁがある。

事例 �ɿΰルフのϓϨイ後、ঠがࠇくԚれ
ていた

ਃग़ɿࠇ৭༽革製ΰルフ手ାをண用してϓ
Ϩイ後、ঠや௺の中がਅっࠇにԚれて
いてみっともなくて߄てた。ٸいで手
をચったが手や௺にછまってしまった
ようでなかなかうまく取れなくてࠔっ
た。

۩用する用Ҽɿスϙーπ用の革手ାはݪ
とのフΟッςΟンάのؔから手ାに
裏ଧちや裏地などはわない。このた
め、ΰルフ手ାなど手に৮れるよ
うな用్の場合には、裏നといって革
の໘ଆ（手に৮れる部分）をછ
めていないものを用いるのが௨ྫであ
る。これはછ৭時に芯௨しをせずにછ
めて、革の中৺部をനいঢ়ଶにして
上͛る。これを2ຕにࠉくと໘ଆは
છまっていないനい໘ができるわけで
ある。ただ裏നの場合には糸目からന
いラインがग़ることがあるのでཁ意
である。  
　ঠはࢥったҎ上にをかきやすく手
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ା用の革にとっては用݅としては
աࠅである。にରするછ৭ݎろう
のߴいછ料の選とྫࣄ 2 のような革
のૄਫԽがඞཁෆՄܽである。

事例 �ɿスΤーυ්ਓϩンάίート（）
をண用中にジーンズ（ೱࠠ）やϒラ
ス（ന）がくԚછされた（ࣸਅ 8）

ਃग़ɿ৭༽スΤーυ්ਓϩンάίートの
下にண用していたジーンズやϒラス
にいคのようなものがແ数に付ணし
ていて༰қにআڈできないでࠔってい
る。

すると、ਃग़ど؍でڸඍݦҼɿ࣮ମݪ
おりジーンズの表໘に革のણҡ（ໟ
Ӌ）がଟྔに付ணしているのが֬ೝで
きる。これは、スΤーυ加工時のਫચ
いのෆ足が一Ҽとࢥわれる。革ણҡの
間に残ཹしていたໟӋが、革ίートと
ジーンズとの間のຎ・ຎࡲによる੩
電ؾでໟӋの付ணがݻڧになったもの
とࢥわれた。  
　タンφーでは、スΤーυ革の製工
ఔでໟӋの長さをௐ（όフֻけ）し
た後のਫચをඞず十分に行うこと。ま
た、ιフト革の製でաな革ણҡの
ॊೈԽを行うと革ણҡのڧ下をҾ
きىこすことになるので意がඞཁで
ある。  
　ண用中にໟӋがग़る場合には、革表
໘のϒラッシンάを十分に行い、革を
ইめないようにআػでٵい取るとか
なりআڈできる。ண用中に他のҥ料に
付ணした場合は、ϒラッシンάとআ
のซ用や布製೪ணςーϓを用いてもػ
かなり取ることができる。また、帯電
止用のスϓϨーをར用すればໟӋの
付ணはएׯ੍することができる。こ
のスϓϨーの用લにはඞず革がม৭

しないかどうか֬かめること。
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